京都型農林業プロジェクト委員会「林業部会」（平成23年度）
～北山林業地域における林業と文化・観光との連携について～

１　趣旨・目的
　北山林業地域である中川を対象に，林業と文化・観光が連携した取組について検討し，地域の振興・活性化に資する。
２　北山林業の現状と課題

　１）現状
　　　・北山丸太の生産量の低下（需要の低迷）　　
　　　　　　　　　　　　　　　Ｈ元　23.8万本（47億円）→　Ｈ20　4.0万本（2憶円）
　　　・北山丸太の価格の下落　　　Ｈ元　19,597円／本　→　Ｈ20　5,625円／本

　　　・後継者不足（生産者の減少）
　　　　　　京都北山丸太生産協同組合　組合員数　Ｈ元　78人　→　Ｈ20　38人

　２）課題

　　　・再生産が可能な北山丸太利用（新用途）の確立
　　　・北山杉，北山丸太の情報発信・啓発活動

　　　・後継者の育成
３）強み

　　・600年の歴史

　　・北山杉の美しい景観と北山丸太のある風景（倉庫群等）
　　　・文化的価値（小説，絵画，茶道等）
３　検討経過

　○23年11月4日　第1回林業部会
　　　　　　　・事前にレポート提出
　　　　　　　　　　・中川集落現地視察

　　　　　　　　　　・意見交換
　○23年12月15日　第2回林業部会
　　　　　　　・事前にレポート提出
　　　　　　　　　　・話題提供

「北山林業の状況について」～地元生産者の立場から～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　中源株式会社　代表取締役　中田治氏

　　　　　　　　　　　　「地域資源を生かした観光の取組について」

株式会社　庵　代表取締役　梶浦秀樹氏

　　　　　　　　　　・意見交換
　○24年2月7日　第3回林業部会
　　　　　　　・前2回の補足的意見交換と取りまとめ
　　　　　　　　　　

４　検討結果
　委員から出された意見を「生産振興・需要拡大」「教育・体験」「文化・観光」「地域の基盤づくり」の4つにグループ分けし，それぞれを「課題」とそれに対応する「提案」という形に取りまとめた（別紙参照）。
５　まとめ

　北山林業は日本有数の古い歴史を持ち，美しい北山杉の景観や丸太のある風景は，絵画や小説の題材にもなっており，文化・観光資源としての価値は大きい。
　こうした利点を生かし，文化・観光と連携した取組を行なえば，当地に人を呼ぶことは十分可能であると思われる。しかし，文化・観光との連携を進めるにしても，北山林業あっての話である。近年，生活様式の変化もあって，北山丸太の生産量は20年前に比べて大きく減退している。北山林業の振興のためには，北山丸太の需要拡大が不可欠であり，文化・観光と連携した取組そのものも，需要拡大に繋がるものであることが期待される。
　また，北山杉や北山丸太のファンづくりという観点から，関連した取組として，皮剥ぎや丸太磨きなど他地域ではできない教育・体験活動の実施が有効と思われる。ユーザー，若者，修学旅行生等ターゲットを適切に定めることで効果的な需要拡大に繋がるものと考える。
　さて，文化・観光の連携であるが，民家の庭先でお茶が飲めたり，地元ガイドによる説明が受けられるなど地域の人々と触れ合える企画や，北山杉の美しい景観，丸太倉庫群等を活用した取組，高雄，京北等162号線沿いの他地域との連携など，様々なことが考えられる。

　しかし，こうした取組を進めるためにまず重要なのは，地域の主体的な体制と基盤づくりである。適正な森林経営計画等各種計画の策定やインターネットを使った情報発信，北山杉の里総合センターの更なる活用など，地域の自主的，積極的な関わりが望まれる。また，一般から広くアイデアを募集することも実施してみる価値は十分にあるだろう。
　北山林業の低迷が続く中，当地の豊かな自然環境や歴史ある文化を生かした取組を進めることは，地域振興への突破口となる可能性が大きい。
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